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豊
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議
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出

議

案

第
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号

第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
と
計
画
規
模
の
大
幅
な

拡
大
に
関
す
る
意
見
書

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

,

別

紙

の

と

お

り

内

閣

総

理

大

臣

,

大

蔵

大

臣

,

建

設

大

臣

､

自

治

大

臣

'

経

済

企
画
庁
長
官
,
国
土
庁
長
官
,
衆
参
両
院
議
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
｡

平
成
三
年
九
月
三
十
日
提
出

三
朝
町
議
会
議
旦

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

平
讐
蔓
九
月
萎
殆
日
原
寮
可
決

三
朝
町
親
金
蔵
長
安
井
由
行



第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
と
計
画
規
模
の
大
幅
な

拡
大
に
関
す
る
意
見
書

治
水
事
業
は
,
多
発
す
る
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
財
産
を
守
り
,
渇
水
被
害
の
防
止
を
図

り
票
で
潤
い
の
あ
る
国
土
基
-
形
成
す
る
た
め
の
根
幹
的
-
業
で
あ
り
,
最
も
優
先
的
に
実
施
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

重

要

な

施

策

で

あ

る

｡

し

か

し

な

が

ら

,

本

町

に

お

い

て

は

,

天

神

川

の

直

轄

河

川

や

三

徳

川

,

加

茂

川

等

々

一

級

河

川

を

か

か

え

る

中

で

,

無

芸

で

未

整

備

区

間

は

長

大

で

あ

り

,

こ

の

た

め

毎

年

出

水

時

に

お

け

る

地

域

住

民

の

不

安

は

誠

に

大

き

な

も

の

が

あ

る

｡

ま

た

,

本

町

は

,

土

砂

災

害

を

受

け

や

す

い

急

峻

な

地

形

,

軟

弱

な

地

質

地

帯

も

あ

り

,

過

去

に

お

い

て

,

昭

和

三

十

四

年

伊

勢

湾

台

風

に

よ

る

道

路

の

決

壊

,

積

の

流

出

,

農

作

物

の

冠

水

に

よ

る

被

害

を

は

じ

め

昭

和

六

十

二

年

と

平

成

二

年

の

と

も

に

台

風

十

九

号

に

よ

り

大

き

な

被

書

が

発

生

し

,

地

域

住

民

の

生

活

は

も

と

よ

り

,

財

産

に

深

刻

な

影

響

を

及

ぼ

し

た

経

緯

が

あ

る

｡

悲
惨
な
水
害
や
土
砂
災
害
か
ら
町
民
生
活
を
守
り
安
全
で
快
適
な
町
づ
-
り
を
図
る
こ
と
は
本
町
に
と

っ
て
早
急
に
実
施
す
べ
き
重
要
施
策
で
あ
る
.

よ
っ
て
,
政
府
に
お
か
れ
て
は
,
平
成
四
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
を
策

定

し

霊

的

な

投

資

を

確

保

す

る

と

と

も

に

,

そ

の

強

力

な

推

進

を

は

か

る

よ

う

強

く

要

望

す

る

｡

以

上

,

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

,

-

書

を

提

出

す

る

｡

平
成
三
年
九
月
三
十
日

鳥

　

取

　

県

　

三

　

朝

　

町

　

議

　

会


